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令和５年８月２日  

 

報道機関各位 
 

「道総研北海道水産物スマートサプライチェーン研究会講演会」

を開催します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎日 時 

令和５年（2023年）８月２１日（月）１３：３０～１６：００ 
 

◎会 場 

札幌中央卸売市場水産棟4階カネシメ高橋水産第1、第2会議室（北海道札幌市中央区北12条西

20丁目2－1）、オンライン同時開催 
 

◎参加費 

 ・無料（会場100人程度） 

 ・事前にお申し込みが必要です。 

 

◎内容 

詳しくは、別添のチラシをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちらへお問い合わせください。 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構（道総研） 

水産研究本部 栽培水産試験場 調査研究部 （担当者 佐野） 

電話 ０１４３－２２－２３２７ ※平日 8:45～17:30 土・日・祝日・年末年始はお休みです。 

プレスリリース  Press Release 

魚離れや消費低迷により厳しい経営環境におかれている北海道の水産物に関わる業界関係者や

研究者、行政機関を対象に、水産物流通の課題を共有し、連携して取り組むきっかけづくりをス

タートさせる講演会を開催します。本講演会では水産流通の専門家から水産物のサプライチェー

ンの現状と課題およびあるべき将来像について講演いただくとともに、生産から消費までの関係

機関連携の期待、新たにスタートする「北海道水産物スマートサプライチェーン研究開発プラッ

トフォーム」が目指すものを紹介します。 
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【道総研北海道水産物スマートサプライチェーン研究会講演会】 

北海道水産物スマートサプライチェーン研究開発プラットフォームによる

道内水産業関係機関連携への期待 
 

日時：令和 5年 8月 21日（月）13:30～16:00 

場所：札幌中央卸売市場水産棟 4階カネシメ高橋水産第 1、第 2会議室（定員 100人程度）、ZOOM（オ

ンライン同時開催） 

参加申し込み：下記の URLもしくは QRコードからお申し込みできます。 

https://us06web.zoom.us/meeting/register/tZMuduygqT4pHtZeAirPASpmIeg8fFdWvOuS 

または、fssc-hokkaido@hro.or.jp宛に「参加申込希望者の所属、氏名、参加形態（会場入りも

しくはオンライン）、メールアドレス」を記入して送付いただいても、お申込できます。 

後援：道総研水産研究本部、カネシメホールディングス、丸水札幌中央水産(株)、UMITO Partners 

 

1．趣旨説明 

  道総研栽培水産試験場 佐野 稔 

2．道内水産業関係機関連携への期待 

  道総研水産研究本部 

  カネシメホールディングス株式会社 

  丸水札幌中央水産株式会社 

  株式会社 UMITO Partners  

3．講演：水産物のサプライチェーンをどう見直すか －「競争と協調」の関係から考える 

北海学園大学 濱田 武士 

4．北海道水産物スマートサプライチェーン研究開発プラットフォームが目指すもの 

道総研栽培水産試験場 佐野 稔 

 

【開催趣旨】 

日本の水産物流通は、生産者、卸売、仲買、小売、消費者の関係者による複雑で多様な仕組みで、長

年、新鮮な水産物の安定供給に貢献してきました。このような複雑で多段階の流通は、産地での水揚

げの不確実性、季節、海域による水産物のばらつきを流通過程で吸収し、鮮度を維持したまま小売側

へ届ける強い需給調整機能を有しております。しかし、北海道の漁業経営体、水産食料事務所数はこ

の 20 年で減少し、サプライチェーンは弱体化しました。この期間、道民の魚離れも進み、生鮮魚介

類の消費も減少し続けております。水産白書では魚離れの原因として魚介類の高い価格、食べたい魚

介類の入手しにくさを挙げており、サプライチェーンの機能弱体化も一因と思われます。そこで、こ

の課題を解決するために、令和 4 年 7 月に北海道立総合研究機構水産研究本部とカネシメホールデ

ィングス株式会社で「北海道水産物スマートサプライチェーン研究会」を発足して意見交換を始めま

した。それにより、川上から川下までの幅広い関係機関の参加、課題の共有、課題解決に向けた連携

が必要との認識を深め、令和 5年 7月に丸水札幌中央水産株式会社、株式会社 UMITO Partners を加

えた 4者で「北海道水産物スマートサプライチェーン研究開発プラットフォーム」をスタートしまし

た。このプラットフォームは、生産現場から消費に至る関係機関が連携して取り組み、水産物の付加

価値を高めて新たな市場を共創することを目的としています。本講演会では、本プラットフォームの

スタートにあたり、水産流通の専門家から水産物のサプライチェーンの現状と課題およびあるべき

将来像について講演いただくとともに、生産から消費までの関係機関連携の期待、本プラットフォー

ムが目指すものを紹介いたします。 

 

問い合わせ先                   

道総研栽培水産試験場 

 調査研究部 佐野 稔 

TEL 0143－22－2327 

 email fssc-hokkaido@hro.or.jp  
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